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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、父親が母乳育児の支援者となるように教育するプログラムを作成するこ
とである。生後4か月の健康相談時に行った第一子を持つ父親への調査では、妊娠中の父親の母乳育児方針が母乳育児
率と関連し、母乳育児を行う妻と子からの疎外感を抱く父親もいた。また、具体的な支援法を知っている者も少なかっ
た。そこで、１）母乳の利点、２）リラックスの必要性、３）父親の母親へのソーシャルサポート、４）授乳方法、５
）妊娠中の母乳育児の方針についての妻との話し合い、６）母乳育児をおこなう妻と子にネガティブな感じを抱くこと
について、等からなる父親への支援プログラム案を作成し、修正を図り完成させた。
 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was conducted to develop an education program to 
encourage fathers to support breastfeeding.
According to a survey to father with the first child (199 respondents) conducted at the 4-month health 
visit, father's policy about breastfeeding of the pregnancy period was related to breastfeeding rate, and 
some of fathers had a sense of alienation from their wives and infants, and not many of them knew, in 
concrete terms, how to support their wives.Therefore, as a breastfeeding support program for fathers, a 
draft program was drawn up, which included the following issues: 1) The advantages of breast milk; 2) The 
need of the relaxation; 3) Provision of social support to the wives; 4) Method to breastfeed the baby; 5) 
Setting aside time to talk to the wife about breastfeeding; 6) Reinforcement of the relationship with the 
wife, without having negative feelings towards the wife on account of breastfeeding. Based on the 
opinions, the draft was revised and completed.

研究分野：医歯薬学・看護学・生涯発達看護学

キーワード： 母乳育児支援　父親
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 母乳育児は、母児の絆の形成を促し、母乳
は児にとって最適の栄養であるばかりでな
く、母乳育児をすることが母親の健康にとっ
ても良い影響をおよぼすことから、その重要
性は世界中で認識されており、生後６か月間
は母乳だけで育てることを勧めている
（ WHO/UNICEF,1989 ；アメリカ小児科学
会,2005）。 
 我が国の母乳育児の現状は、平成 17 年度
乳幼児栄養調査（厚生労働省,2006）では、
10 年前に比べると産後１か月で母乳を与え
る割合は増加しているが、混合栄養の割合が
母乳栄養の割合を上回っており、母乳のみを
与えている割合は 4割にしか過ぎない。また、
産後 2か月以降からは人工乳のみの割合が上
昇しており、産後約４か月では人工乳のみの
割合は混合栄養と同じく全体の 3割以上を占
めている。 
 母乳育児が上手くいかない要因には、母児
異室や定時刻授乳指導、ラッチ・オンの情報
の欠如、医学的な理由なしの人工乳などの出
産施設や「授乳指導」の問題、乳頭痛・乳腺
炎・母乳不足（感）といった困難があり、家
族を含めた周りからのサポートが少なかっ
たということも一因であると言われている
（松村ら,2009；粟野雅代,2008；中田,2008）。 
 母乳育児に対する家族のサポートについ
ては、日本では里帰り分娩や産後の里帰り
は 70％以上を占め、実家に帰り実母からの
手厚い支援を受けることが多く、夫がその
期間母乳育児をサポートする機会は少ない
（永山、2000）。しかし、「授乳や食事につ
いて不安な時期」は、第 1子では出産後１か
月～２か月の時期が出産直後に次いで高い
（厚生労働省,2006）。子どものいる世帯の
75.6％が核家族である（厚生労働省,平成 18
年国民生活基礎調査の概況，2008）ことから、
母親が実家から自宅に戻り父親と子どもと
３人の生活がはじまる生後 1か月過ぎから 2
か月ごろにかけて、父親による母親へのソー
シャルサポートの重要性が増してくると考
えられる。しかし、平成 18 年版「厚生労働
白書」によると、６歳未満の児のいる日本の
男性の育児時間の平均は 48 分と他の先進国
と比べて最低の水準であり、父親が短時間で
も効果的な母親への母乳育児についてソー
シャルサポートをおこなうことができるよ
うな教育支援プログラムが必要になってく
る。 
 国外での研究では、父親が母乳育児にお
よぼす影響に関する1976年から1995年の
間の 23 文献のレビューからは、母親が母
乳育児の選択を決定する時や母乳育児のプ
ロセスの中での重要な決定因子として父親
の母乳育児に関する知識や考え、母乳育児
で感じる気持ち、およびソーシャルサポー
トが確認されている（Ｂ ar-Yam N.B, 
Darby L,1997 ；  Pavill,2003 ； 
Pisacane,2005；Riordan,2005など）。また、

看護者による妊娠期の父親への母乳育児に
関 す る 教 育 プ ロ グ ラ ム の 効 果
（Riordan ,2005；Pisacane,2005)や、母乳育
児に関する父親同士の“ピア・ダディープロ
グラム”の効果（Jewell S.,2004）について
も、明らかにされてきている。 
他方、日本では、育児不安とサポートに関
する研究から、父親は育児支援者としての重
要な役割を担っている（唐田，2008；川井，
1996,2008）。しかし、父親の母乳育児支援に
焦点をあてた研究は、母乳継続を可能にする
要因の 1つとして「夫の理解あり」が関連し
ていることを明らかにした研究（中田，2008）、
生後４か月健診時の「夫の協力的な態度」は
母乳栄養確立に関係が深いこと（猪崎聖
子,1999）などが報告されているが、いずれ
も母親を対象とした調査であり、父親に対し
て父親の母乳育児に関する認識や母親に対
するソーシャルサポートの具体的な内容や
父親のための母乳育児介入プログラムはほ
とんど見当たらない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、生後 4 か月の第 1 子を
持つ父親の母乳育児に対する認識および母
親へのソーシャルサポートと母乳育児の実
態を明らかにし、妊娠期から継続的に行う父
親への母乳育児支援プログラムを開発する
ことである。 

 
３．研究の方法 
 生後 4か月の第 1子を持つ父親の母乳育児
に対する認識および母親へのソーシャルサ
ポートと母乳育児の実態について  
(1) 研究デザイン：記述的研究デザイン 
(2) 調査期間：2011年 1月 10日～10月 18
日 
(3）対象：母乳を哺乳している生後 4か月の
第 1子の父親、 
(4) 調査方法：自記式質問紙による調査。 
(5) 調査内容：図 1 に示す通り、【母乳育児
の認識】①妊娠中および生後 4か月時点の母
乳育児についての方針 母乳育児で育てた
い度合いを 4段階で回答。②母乳育児の知識
『子どもにとっての母乳の意義』、『母乳の分
泌促進の方法』、『母乳量確保の評価』に関す
る計 10 項目、③母乳育児をする妻に対する
気持ち『母乳育児に肯定的』、『授乳に対する
関心』、『妻と子からの疎外感』に関する計 8
項目。【母親へのソーシャルサポート】『情緒
的サポート』、『道具的サポート』、『情報的サ
ポート』、『評価的サポート』に関する計 21
項目。【母乳育児】母乳栄養、人工乳使用栄
養。【属性】父母親の年齢、職業、家族形態、
児の出生体重。 
(6）分析方法：質問項目を構成概念妥当性の
検証のため因子分析し、内的整合性を検討の
ためにクロンバックα係数を算出。現在の栄
養方法を母乳栄養と人工乳使用栄養の２群
にわけ、【母乳育児の認識】、【母親へのソー



シャルサポート】について Mann-Whitney の U
検定およびχ2 検定をおこない関係性を分析
（有意水準は 5％未満）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 調査票の内容 
 
(5）.倫理上の配慮：研究参加への自由意志の
保証、対象者の匿名性の保証、途中辞退の権
利の保証、得られたデータの取り扱いについ
て研究協力依頼文に明記※国際医療福祉大
学倫理委員会承認番号 10-5 
 
４．研究成果 
(1) 回収率：神奈川県 A 市の生後 4 か月児
集団健康診査、B市の4か月児育児相談で313
部質問紙を配布し、返答が得られた199名（回
収率 63.6％）のうち、有効回答の得られた
196名を分析対象とした（有効回答率62.6％）。   
(2) 質問肢の構成概念妥当性および内的整
合性：母乳育児の知識、【母親へのソーシャ
ルサポート】では確認された。 
(3) 生後 4 か月時点での母乳育児の状況：母
乳栄養 50.5％、人工乳使用栄養は 49.5％であ
った。 
(4）【母乳育児の認識】と【母親へのソーシ
ャルサポート】現状：母乳育児の知識では、
『子どもにとっての母乳の意義』、『母乳分泌
促進の方法』では 7割以上の父親が知ってい
ると回答していたが、『母乳量確保の評価』
についての知識を知っていた父親は 2～3割
と乏しかった。母乳育児をする妻に対する気
持ちは、『母乳育児に肯定的』の因子の中で
「母乳育児をしているのでできるだけ妻の
手助けがしたいと思う」で、186名（94.9％）
が思うと回答していたが、「母乳育児は妻と
の性的な関係を妨げると思う」21.9％、「自分
は無用になったような疎外された感じがす
る」では 13.3％、「妻が母乳育児をしている
と子どもに妻を取られたような気になる」で

は 7.1％の父親が、思うと回答し、『妻と子ど
もからの疎外感』を感じていた。【母親への
ソーシャルサポート】の現状は、構成因子で
ある『道具的サポート』、『情緒的サポート』、
『情報的サポート』では、7～9割の父親が実
施していると回答していた。 
(5)【母乳育児の認識】および【母親へのソー
シャルサポート】が【母乳育児】に及ぼす影
響：図 2に示す通り、母乳育児の方針と母乳
育児との関連を見ると、妊娠中に「ぜひ母乳
で育てたい」という方針を持つ父親に現在の
栄養方法が母乳栄養である割合が有意に高
かった（P<0.005）。父親の母乳育児の知識と
母乳育児との関連は、「子どもの感染症や病
気にかかる率を減らす」ことを知っていると
回答した父親に現在の栄養方法が母乳栄養
である割合が有意に高かった（P<0.01）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2母乳育児の認識が母乳栄養に及ぼす影響 
 
【母親へのソーシャルサポート】が【母乳育
児】におよぼす影響は、父親の【母親へのソ
ーシャルサポート】と生後４か月時点での栄
養方法が母乳栄養であることの間に有意な
関連は認められなかった。【母乳育児に対す
る認識】と【母親へのソーシャルサポート】
との関連は、妊娠中に「ぜひ母乳で育てたい」
という方針を持つ父親は、【母親に対するソ
ーシャルサポート】全体の得点が高いという 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 母乳育児の認識とサポートとの関連 

父親の母親への 
父親の【母乳育児の認識】 【ソーシャルサポート】 
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 父親の母親への 
父親の【母乳育児の認識】 【ソーシャルサポート】              

 
 
 
 
 
 
 
 
【母乳育児】 
 
 

母乳育児の方針 
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母乳育児をする妻 
に対する気持ち 

道具的サポート 

情緒的サポート 

情報的サポート 

評価的サポート 

 《4か月時点の栄養方法≫ 
母乳栄養 ①母乳のみ 
     ②母乳と人工乳以外 
人工乳使用栄養 
 ③ほとんど母乳でたまに人工乳 
 ④母乳と人工乳を半々 
 ⑤ほとんど人工乳でたまに母乳 

属性：父親の年齢、父の職業、家族形態、妻の年齢、

妻の職業、父親の平均育児時間、児の出生体重 

父親の【母乳育児の認識】 
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母乳育児の知識： 
「子どもの感染症
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減らす」 

χ2 P＜0.005 χ2 P＜0.01 

 4か月時点の栄養方法：母乳栄養 

妊娠中の母乳
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る妻に対する
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「妻にかなわ

ないと思い敬

意をはらう」 
※1：Mann-Whitneyの
U検定で P＜0.05 



関連は認められなかったものの、図 3に示す
通り『評価的サポート』を実施している割合
が有意に高かった（P＜0.05）。 
(6）妊娠期から継続的に行う父親のための母
乳育児支援教育プログラムの開発 
 
表 1父親のための母乳育児支援プログラム 

①母性看護の専門家 4名で、調査結果およ
び先行研究よりプログラム案を作成、②第一
子を持つ父親および母親のインタビューを
参考にプログラム案を修正、完成させた。 
 
参考）情緒：父親が母乳育児をしている妻に
対して感じる気持ちについての事例（父親の
体験）の一部を下記に示す。 
＜第 1回目＞グループワーク時に提示 
・母乳育児をしている妻を見て『母親なんだ
なあ』と思う。しかし、男性から見て女性の
乳房は単純に考えればセックスシンボル。そ
れが子どもができる事によって母親になっ
ていく、自分のものじゃなくなっていく感じ
がする」など。 
＜第 2回目＞ 
・「授乳しているのを見て、自分は何もでき
ない。でも、この子の為に自分は何ができる
のか考えた。母親の手伝いを間接的にやるの
が一番いいのかなあと思いましたよね。」 
・「子どもが泣いても理由がわからない、ず
っと泣かれると自分も精神的にイライラし
たり辛くなったりするので、それがすごい辛
かった。周りも聞くと、イライラして、夫婦
で揉めてっていう話を聞くんで、どこも一緒
で一度は通る道なんだなとは思う」 
・「2か月すぎると、大体お腹がすいてるとか、
オムツとか、少しわかってきたので、余裕が
できてきた感じ。また、子どもも顔を見て笑
ってくれるじゃないですか。それが何よりの
ご褒美になる。」など。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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の母乳育児の認識及び母親へのソーシャルサ
ポートの実態と母乳育児との関連、第53回母
性衛生学会学術集会、2012年11月17日、アク
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時期 内容 
第 １ 回
目：両親
学級後 
妊 娠 30
週～36週 
 

知識： 
1.母乳の利点（新生児、母親） 
2.母乳分泌のメカニズム→リ
ラックスの必要性 
3.父親の母親へのソーシャル
サポートについて 
①情報的サポート：母親の話を
傾聴する、関心を示す、共感す
る、相談に応じる、労わる言動 
②評価的サポート：父親が母親
の母乳育児についての取り組み
を肯定的に認める 
4.授乳方法：ラッチ・オンと頻
回授乳、児のサイン 
方針： 
母乳育児の方針を妻と話し合
う時間を設定、母親と父親が母
乳育児の方針やソーシャルサポ
ートについての役割期待と役割
遂行に関する考えを述べ合い、
バースプラン（育児プラン）の
作成 
情緒：父親が母乳育児をしてい
る妻に対して感じる気持ち 
父親同士のグループワーク。 
ネガティブな気持ち（性的関係
を妨げると感じることや妻と子
どもからの疎外感を感じるこ
と）について先輩の父親の例を
提示し、参加している父親同士
のディスカッションをおこな
う。※グループディスカッショ
ンでは、守られた環境になるよ
うに、ルールを説明。 

第 2 回：
メール配
信、産後 3
～5日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識： 
母乳不足感と母乳不足の情報  
 児の排泄回数、授乳時間、授
乳回数など 
父親のソーシャルサポート： 
①情緒的サポート 
②情報的サポート：母乳外来（病
院、助産院）の受診の勧めなど 
③評価的サポート 
情緒：父親が母乳育児をしてい
る妻に対して感じる気持ち 
退院後の父親の戸惑いなどに
ついて、先輩の父親の事例提供 

第 3 回：
メール配
信、生後 2
か月 

情緒：父親が母乳育児をしてい
る妻に対して感じる気持ち 
生後 2～3 か月ごろの父親の先
輩の父親の事例提供 
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